
笠
間
の
歴
史
探
訪
５

小
原
城
跡
は
、
友
部
駅
か
ら
北
東
に

約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
小
原
地
区
の
ほ

ぼ
中
央
の
わ
ず
か
に
突
き
出
し
た
小
台

地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
道
路
脇
に
、

「
小お

ば
ら
た
て

原
館
・
古ふ

る
じ
ゅ
く宿
」
の
地
名
表
示
が
あ

り
、
こ
の
あ
た
り
が
小
原
城
の
本
丸
跡

で
す
。

現
在
、
本
丸
跡
は
一
部
、
稲
荷
神
社

の
境
内
に
な
っ
て
い
ま
す
。
宝ほ

う
れ
き暦
十
三

年
（
一
七
六
三
）
に
、
御み

じ
ょ
う城
稲
荷
神
社

が
祀ま

つ

ら
れ
ま
し
た
。
神
社
の
南
側
に
は
、

館
古
宿
公
民
館
が
建
て
ら
れ
、
広
場
も

造
ら
れ
て
地
域
の
人
た
ち
の
憩
い
の
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
原
城
本
丸
跡
は
、
昭
和
五
十
七
年

に
友
部
町
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在

市
指
定
文
化
財
（
史
跡
）
で
す
。

本
丸
の
土
塁
は
、
稲
荷
神
社
の
社
殿

の
北
側
お
よ
び
東
側
に
Ｌ
字
型
に
残
っ

て
い
ま
す
。
土
塁
の
外
側
に
水
堀
の
遺

構
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
三
年
に
環

境
整
備
上
埋
め
立
て
ら
れ
、
平
ら
な
土

地
に
な
り
ま
し
た
。

本
丸
の
更
に
外
側
に
、
土
塁
と
堀ほ

り
わ
り割

の
一
部
が
残
っ
て
お
り
、
館
・
古
宿
・

精し
ょ
う
じ
ん
ば

進
場
・
搦か

ら
め
・
本も

と
う
ち内
・
久く

ぼ保
宿じ

ゅ
く
な
ど
の

地
名
を
残
し
て
い
ま
す
。

小
原
城
の
歴
史
は
、
永え

い
き
ょ
う享
元
年

（
一
四
二
九
）
に
手て

づ
な綱
郷ご

う（
現
高
萩
市
）

の
地
頭
里
見
家い

え
も
と基
が
、
依よ

り
か
み上
城
（
現
大

子
町
）
攻
め
の
功
に
よ
り
、
鎌
倉
公く

ぼ
う方

足
利
持も

ち

氏う
じ

よ
り
那な

か珂
西さ

い

郡
（
小
原
を
含

む
）の
地
を
与
え
ら
れ
、弟
の
満み

つ
と
し致（
俊
）

を
小
原
に
置
い
て
こ
の
地
を
治
め
さ
せ

ま
し
た
。

里
見
氏
が
小
原
の
地
に
入
っ
た
当
初

の
館や

か
た
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
住

吉
山
廣こ

う
け
い
じ

慶
寺
縁
起
」（
曹そ

う
と
う洞
宗
）
に
よ
る

と
、
文ぶ

ん

亀き

二
年
（
一
五
〇
二
）
に
同
寺

は
小
原
城
主
里
見
義よ

し

俊と
し

を
開
基
と
し
て

創
建
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
遅
く
と
も
十
五
世
紀
末
に
は
、

現
在
地
に
小
原
城
が
築
か
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

里
見
氏
は
、
戦
国
末
期
の
天て

ん
し
ょ
う正
年
間

（
一
五
七
三
〜
九
二
）
に
佐
竹
氏
に
敗
れ

て
、
城
も
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

本
丸
跡
に
あ
る
「
小
原
城
推
定
図
」

を
頼
り
に
、
現
存
す
る
土
塁
や
堀
跡
を

確
認
し
た
り
、
寺
や
神
社
を
訪
ね
て
み

た
り
す
る
と
、
小
原
の
里
の
歴
史
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
市
史
研
究
員　

幾い
く
う
ら浦　

忠た
だ
お男
）

里
見
氏
の
小
原
城
本
丸
跡

小原城本丸土塁と水堀跡

　
３
月
22
日
、
平
成
23
年
度
笠
間
市
表
彰
式
が
笠
間
市
役
所
本
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
政
の
発
展
に
著
し
い
功
績
が
あ
っ
た
方
々
を
表

彰
す
る
も
の
で
、
行
政
、
経
済
、
文
化
、
社
会
な
ど
の
各
分
野
で
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
次
の
４
名
お
よ
び
２
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 
《
受
賞
者
・
功
績
》

菅
谷

　
輝
夫
さ
ん
（
福
原
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し

て
更
生
保
護
活
動
に
従
事
し
地
域

福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

坪
井

　
敬
二
さ
ん
（
箱
田
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
人
権
に
関
す
る
相
談
や

街
頭
啓
発
活
動
を
行
い
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

中
林

　
　
慶
さ
ん
（
押
辺
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
統
計
調
査
員

と
し
て
各
種
統
計
調
査
の
円
滑
な

実
施
・
普
及
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

故
　
福
田
實
さ
ん
（
下
市
毛
）

　

笠
間
焼
窯
元
と
し
て
巨
大
花
瓶

の
制
作
や
「
笠
間
の
陶
炎
祭
」
初
代

実
行
委
員
長
を
務
め
る
な
ど
笠
間

焼
の
Ｐ
Ｒ
、
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

笠
間
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

（
会
長
　
山
口
　
滋
雄
さ
ん
）

　

平
成
19
年
の
設
立
か
ら
、
実
践

活
動
を
通
し
て
市
民
に
笠
間
市
民

憲
章
の
浸
透
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
23
年
11
月
に
は
全
国

大
会
笠
間
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

友
部
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

（
代
表
　
塩
田
　
義
清
さ
ん
）

　

東
ア
ジ
ア
の
中
学
生
を
対
象
と

し
た
硬
式
野
球
の
国
際
大
会
で
あ

る
第
１
回
東
ア
ジ
ア
リ
ト
ル
シ
ニ

ア
野
球
宮
崎
大
会
で
優
勝
す
る
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
向
上
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

平成23年度 笠間市表彰

今回表彰された皆さん
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